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事
業
所
名
に
あ
る「
あ
っ
と
」は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
使

わ
れ
て
い
る
ア
ッ
ト
マ
ー
ク（
＠
）に
由
来
す
る
。
同
市
で
生

ま
れ
育
っ
た
臼
井
さ
ん
の「
ユ
ー
ザ
ー
名
と
ド
メ
イ
ン
を
つ

な
ぐ
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る〝
つ
な
ぎ

役
〞に
な
り
た
い
」と
の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
。

２
つ
の
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
頃
、
臼
井
さ
ん
は「
い
つ

か
看
多
機
を
や
っ
て
み
た
い
」と
次
な
る
目
標
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
同
居
し
て
い
た
両
親
が
相
次
い

で
他
界
。「
両
親
亡
き
後
、
地
上
３
階
建
て
の
自
宅
が
広
く

思
え
て
き
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。
そ
し
て
、「
自
分

も
住
み
な
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」「
地
域
に
恩
返
し

が
し
た
い
」と
い
っ
た
気
持
ち
に
も
後
押
し
さ
れ
、「
こ
こ
を

看
多
機
に
し
よ
う
！
」と
決
意
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
経

緯
か
ら
、
自
宅
の
１
階
を「
通
い
」（
定
員
12
人
／
日
）、
２
階

を「
泊
り
」（
定
員
５
人
／
日
）の
ス
ペ
ー
ス
に
思
い
切
っ
て
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
２
０
１
９
年
７
月
、「
あ
っ
と
桜
之
町
」の

開
設
に
至
っ
た
。

臼
井
さ
ん
の
自
宅
を
兼
ね
た
同
事
業
所
は
、
建
物
の
外
観

は
一
般
的
な
住
宅
と
変
わ
ら
な
い
。〝
看
多
機
〞の
看
板
は
な

く
、
玄
関
先
に
は「
臼
井
」と
記
さ
れ
た
表
札
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
同
事
業
所
を
初
め
て
訪
れ
る
と
き
は
、
気
づ
か
ず
に

通
り
す
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
臼
井
さ

ん
は
、「
外
か
ら
は
介
護
事
業
所
に
見
え
な
い
設
え
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
」と
話
す
。
そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
送
迎
車
に

も
あ
え
て
事
業
所
名
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
て
い
な
い
。

地
域
の
高
齢
者
に「
臼
井
さ
ん
と
こ
に
遊
び
に
行
っ
て
来

る
わ
」と
、〝
第
２
の
自
宅
〞の
よ
う
な
感
覚
で
利
用
し
て
も

ら
え
る
事
業
所
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。 大

阪
府
の
泉
北
地
域
に
位
置
し
、
大
阪
市
に
次
い
で
人
口

の
多
い
政
令
指
定
都
市
の
堺
市
。
７
つ
の
行
政
区
の
１
つ
で

あ
る
堺
区
は
、
市
役
所
や
裁
判
所
、
法
務
局
と
い
っ
た
官
庁
、

商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
集
積
し
た
市
の
中
核
的
機
能

を
担
う
一
方
、
仁
徳
天
皇
陵
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
を

有
す
歴
史
あ
る
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
同
区
桜
之

町
の
住
宅
地
の
一
角
に
佇
ん
で
い
る
の
が
、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護（
以
下
、
看
多
機
）「
あ
っ
と
桜
之
町
」だ
。

同
事
業
所
を
運
営
す
る
合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
の
代
表
、
臼

井
啓
子
さ
ん
は
20
数
年

前
、
看
護
師
と
し
て
地

元
の
市
民
病
院
や
診
療

所
な
ど
で
経
験
を
積
み
、

結
婚
・
出
産
を
経
て
市

役
所
の
非
常
勤
職
員
と

し
て
介
護
相
談
窓
口
業

務
に
従
事
し
て
い
た
。

２
０
０
０
年
の
介
護
保

険
制
度
施
行
後
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー（
以
下
、
ケ

ア
マ
ネ
）か
ら
の
相
談
も
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
介
護
の
専

門
職
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
に
制
度
の
仕
組
み
な
ど
を
適
切
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
必
要
性
を
実
感
。
上
司
に
も
背
中
を
押
さ
れ
、

２
０
０
１
年
に
ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
を
取
得
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
転
職
。
ケ
ア

マ
ネ
と
し
て
経
験
と
実
績
を
重
ね
、
２
０
１
４
年
に
独
立
し

て
同
社
を
設
立
。
同
年
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所「
あ
っ
と

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
翌
年
に
訪
問
看
護
事
業
所「
あ
っ
と

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
立
ち
上
げ
た
。

「
通
い
」で
は
な
く

「
遊
び
に
行
く
」
感
覚
で

利
用
し
て
も
ら
え
る

看
多
機
を
つ
く
り
た
い

利用者の残存機能に配慮したケアを提供

まるで「お出かけ」のように、
常に服装に気を配っているおしゃれな利用者

現場スタッフは、利用者にとって家族のような存在

食堂では、利用者が思い思いの時間をすごす「きれいになったやろ？」と、
入浴後、スタッフに髪を整えてもらいながら笑顔を見せる
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